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　 第 7 2 1 号募金にご協力をお願いします。

中央図書館

　　　電話20－1511

貸し出し総登録者数27.672人

(59年11月～60年10月)

　児童書コーナーでは、季節や行事にちなん

だ図書の展示をしています。現在はクリスマ

スの本を展示。・開館時間…午前9時～午後

５時・休館日…①毎週月曜日②祝日③毎月末

④12月28日～翌年１月３日⑤特別整理期間。

　
昨
年
十
一
月
三
日
、
市
民
待
望
の
下
に

開
館
し
た
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
こ

の
程
一
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

約
二
十
九
万
人
が
来
館
。
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
歴
史
資
料
館
の

特
別
展
、
中
央
公
民
館
活
動
に
と
広
く
利

用
さ
れ
て
い
な
す
。
ま
た
、
中
央
図
書
館

で
は
登
録
者
数
が
全
市
民
の
一
六
％
を
超

え
、
四
館
共
に
文
化
の
殿
堂
と
し
て
市
民

に
定
着
し
て
来
て
い
ま
す
。

卜
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
全
国
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
（
１
０
月
2
3
日
）

中
央
公
民
館

電
話
2
0
－
1
4
1
1

　　利用者数113,603人

　　（59年11月--60年lO月）

　会議室や展示集会室などの施設

は、地域の団体やグループ活動に

利用出来ます（営利一政治・宗教

を目的とするものは除く）｡・申し

込み…使用日の６ヵ月前から３日

前までに来館で・開館時間…午前

９時～午後５時（午後10時まで延

長可）・休館日･‥①毎週月曜日②

祝日③12月28日～翌年１月３日。

　
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
文

化
心
一
館
、
歴
史
資
料
館
、
中
央
公

民
館
、
中
央
図
書
館
の
四
館
か
ら

或
る
複
合
施
設
で
、
昭
和
五
十
九

年
十
一
月
三
日
に
開
館
後
、
約
二

十
九
万
人
が
来
館
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
文
但
洒
動
の
発
表
や
芸

術
鑑
賞
の
場
と
す
る
文
化
会
館
で

は
、
こ
の
一
年
間
に
千
三
百
八
人

収
容
の
大
ホ
ー
ル
タ
莉
用
し
コ
ン

サ
ー
ト
や
講
演
会
な
ど
を
百
十
三

回
開
催
。
十
万
四
千
八
百
八
十
人

が
来
館
し
ま
し
£
。
ま
た
、
小
ホ

ー
ル
で
は
、
主
に
貸
し
館
事
業
で

百
八
十
回
、
三
万
五
千
五
百
六
十

人
が
利
用
し
て
い
毒
了
。

　
歴
史
資
料
な
ど
の
保
存
と
活
用

を
目
的
な
葛
歴
史
資
料
館
で
は
、

資
料
の
収
集
、
調
査
研
究
の
業
務

の
外
、
一
般
公
開
事
業
と
し
て
、

写
真
パ
ネ
ル
展
を
実
施
。
ま
た
、

伝
統
産
業
で
あ
る
宇
治
茶
の
ル
ー

ツ
を
探
る
特
別
展
や
企
画
展
を
開

催
し
ま
し
た
。
更
に
教
育
活
動

と
し
て
、
林
屋
辰
三
郎
さ
ん
の
記

念
講
曼
苔
実
施
レ
た
外
、
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
に
れ
舌
文
書
に
親

し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
四
回
に

わ
た
り
古
文
書
講
習
会
を
開
き
、

五
丈
が
熱
心
に
学
習
さ
れ
ま
し

た
。

　
中
央
公
民
館
は
、
夢
巳
の
向

上
舎
昂
す
市
民
の
、
自
主
的
な

相
姦
谷
匹
動
振
興
の
た
め
の
中

心
的
な
役
割
り
を
担
っ
て
い
ま
す
。

宇
治
鳳
凰
大
学
（
老
人
大
学
）
を

始
め
、
婦
人
・
市
民
大
学
、
公
民

館
研
究
集
会
な
戸
俑
一
区
公
民
館
と

歴史資料館　20-1311

000人○y　来館者総数約12

　(59年11月～60年10月)

　12月19日まで、企画展

一茶師の生活と文化７を

開催中。ぜひお立ち寄り

ください。

・開館時間…午前9時～

午後５時・休館日…①毎

週月曜日②祝日③l2月28

日～翌年１月３日。

文
化
会
館

電
話
2
0

し
て
だ
け
で
な
く
、
令
域
に
わ
た

る
事
業
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

　
中
央
図
書
館
は
、
十
九
年
間
市

民
に
親
１
　
　
奔
れ
て
淮
だ
市
民
図
書

室
か
ら
薪
た
に
出
発
し
。
現
在
で

は
、
蔵
書
歌
で
万
五
千
冊
に
成
長

Ｌ
ま
し
た
。
貸
し
…
ｍ
し
の
登
録
者

は
、
二
万
七
士
八
百
七
十
二
人
で
、

全
市
民
の
一
六
・
七
％
に
達
し
て

い
ま
ず
。
こ
の
数
値
は
、
公
立
図

書
館
と
し
て
の
望
ま
し
い
基
準
で

あ
る
一
五
丿
碧
詣
え
る
も
の
で
す
。

し
か
し
先
進
的
な
図
書
館
で
は
二

〇
％
以
上
の
所
も
多
く
、
今
後
も

親
に
ゐ
る
図
書
館
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
康
す
。

２
１
１

古典に登場する宇治

一古事記･万葉集･源氏物語にみるー

京都市立芸術大学学長

梅原　猛さん

文化センターliか

　とき　12月14日(土)

　　　午後2時～3時半

ところ　文化会館大ホール

Ｉで入場券発売中；問い合わせ　中央図書館（電話201511）へ

　入場整理券は、中央図書館、文化センター

事務室(各プレイガイドも),教育委Jl会社会

教育課、宇■iii一木幡・小倉公民館にあります。

　
友
好
都
市
提
携
に
向
け
て
交
流

を
し
て
い
る
ス
ゼ
フ
ン
カ
国
ヌ
ワ

ラ
エ
リ
ヤ
市
の
市
長
ら
訪
問
団
が
、

十
一
月
二
十
一
百
午
後
、
表
敬
訪

問
の
た
め
来
宇
さ
れ
ま
し
た
。

。
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
は
、
良
質
の

セ
イ
ロ
ン
テ
ｊ
ｌ
（
紅
茶
）
の
産

地
と
し
て
有
名
な
町
。
高
級
茶
の

産
地
と
し
て
名
高
い
本
市
と
。
お

茶
で
結
ぶ
友
戸
を
は
ぐ
ぐ
み
、

今
春
に
は
市
民
代
表
が
ヌ
ワ
ラ
エ

リ
ヤ
市
を
訪
問
し
て
い
未
了
。
今

回
の
滞
在
中
、
二
度
の
公
式
心
一
談

で
、
来
春
に
友
好
都
市
提
携
発
話

ぷ
旨
合
意
し
ま
し
た
。

527

総利用者数約140,000人

（59年11月～60年10月）

　貸し館としてもご利用くだ

さい。●申し込み…使用日の

６ヵ月前から15日前までに印

鑑持参の上来館で・休館日…

①毎週月曜日（その日が休日

の時はその翌日）②祝日の翌

日（その日が土・日曜日の時

は、翌週の火曜日）③12月28

　　日～翌年１月３日。

▲

I
フ
ジ
ヤ
パ
ク
セ
市
長
に
歓
迎
の
意
を

　
表
す
る
池
本
市
長
（
１
１
月
2
2
日
）

ヌワラエリヤ市長
が来宇
友好都市提携へ前進

文化の殿堂市民に定着

４館で約29方人が利用

15日まで歳木たすけあい運動

ペ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
八
重
葵
団
来
た
る
　
三
〇
〇
〇
円
（
一
般
）
二
〇
〇
〇
円
（
学
生
）

6
1
年
1
月
1
2
日
(
日
）
午
後
２
時
・
文
化
会
館
　
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
　
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
ナ
ア

ト
ム
ジ
ー
ク
他
演
奏

文化センター開館1周年記念講演会

宇治市文化セン

ター開館１周年

入場

無料

（整

理券

が必

要で

す）



1985年（昭和60年）12月１日発行（2）宇　1台　rU Be　だ　よ　り第721号

12月４日から人権週間

同
和
問
題
の
解
決
は
市
民
の
力
で

　
十
二
月
四
日
か
ら
人
権
週
間
が
始
ま

り
ま
す
。
「
人
権
週
間
」
は
昭
和
二
十

三
年
（
一
九
四
八
年
）
に
世
界
人
権
宣

言
が
国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
た
の
を
機

会
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
、

日
本
を
は
じ
め
と
し
て
国
際
連
合
に
加

盟
し
て
い
る
国
々
は
、
戦
争
の
恐
怖
の

な
い
、
平
和
で
豊
か
な
社
会
を
築
い
て

い
く
た
め
に
、
何
よ
り
も
個
人
の
尊
重

と
自
由
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
そ
の
た
め
に
は
お
の
お

の
の
国
と
人
々
が
、
人
権
を
保
障
し
守

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
と
宣
言
し

ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
憲
法
は
、
世
界
人
権

宣
言
と
同
じ
内
容
を
「
基
本
的
人

権
」
と
し
て
詳
し
く
定
め
て
い
ま

す
。

　
す
な
わ
ち
、
基
本
的
人
権
は
、

国
民
に
保
障
す
る
侵
す
こ
と
の
出

来
な
い
永
久
の
権
利
で
あ
り
、
現

在
だ
け
で
な
く
将
来
に
わ
た
っ
て

保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
様
に
、
私
た
ち
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
権
利
が
、
果
た
し

ヴ
叙
た
ち
の
社
会
で
平
等
に
尊
重

征
れ
て
い
る
で
し
ょ
ラ
か
。

　
残
念
な
が
ら
、
同
和
地
区
の
人

々
に
対
す
る
差
別
を
帥
の
、
女
性

差
別
、
障
害
者
・
外
国
人
に
対
す

る
差
別
な
ど
個
人
の
責
任
や
原
因

に
よ
ら
な
い
差
別
や
偏
見
が
、
い

ろ
い
ろ
な
形
で
存
在
し
、
不
当
に

人
権
が
守
β
れ
て
い
な
い
数
多
く

の
事
実
が
あ
り
ま
す
。

基
本
的
人
権
の
保
障

　
同
和
地
区
の
人
々
に
対
す
る
差

別
は
、
江
戸
時
代
に
支
配
者
が
民

衆
を
支
配
し
や
す
い
ぶ
つ
に
政
治

的
に
つ
く
っ
た
身
分
制
度
に
起
因

し
て
い
未
了
。
そ
し
て
、
今
日
な

お
、
基
本
的
人
権
と
し
て
す
べ
て

の
国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
る
職
業

選
択
の
自
由
、
教
育
の
機
会
均
等

を
保
障
さ
れ
る
権
利
、
居
住
・
移

転
の
自
由
、
結
婚
の
自
由
な
ど
が

完
全
に
は
保
障
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
昭
和
四
十
年
に
出
さ
れ
、
今
日

の
同
和
問
題
解
決
の
出
発
点
と
な

っ
た
国
の
同
和
対
策
審
議
会
答
申

の
前
文
で
は
、
・
「
同
和
問
題
は
、

人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
る
人
間
の

自
由
と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ

り
、
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
保
障

さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る

課
題
で
あ
る
。
（
中
略
）
そ
の
早

急
な
解
決
こ
そ
国
の
責
務
で
あ
り
、

同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
未
了
。

　
本
市
で
は
、
法
律
等
に
祠
つ
く

各
種
の
同
和
対
策
事
業
を
通
じ
、

一
日
も
早
い
解
決
を
図
る
た
め
に
、

積
極
的
な
努
力
を
し
て
い
未
了
。

　
こ
の
結
果
、
下
水
・
排
水
路
や

道
路
の
整
備
、
住
宅
の
建
設
等
、

住
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
は
一
定

の
成
果
が
報
告
さ
れ
る
ぷ
つ
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
隣
保
館
な
ど

の
地
区
施
設
で
は
、
牛
活
・
就
職

相
談
等
を
行
い
恚
某
件
の
向
上

を
図
っ
て
い
ホ
チ
。

　
し
か
し
、
高
校
や
大
学
の
進
学

率
、
離
・
転
職
や
不
安
定
就
労
者

の
率
等
に
見
ら
れ
る
牛
活
実
態
は

な
お
厳
し
く
、
多
く
の
課
題
が
残

っ
て
お
り
、
一
層
の
努
力
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
ず
。

　
ま
た
、
差
別
的
な
落
書
き
が
跡

を
絶
だ
な
い
こ
と
や
、
部
落
地
名

総
鑑
に
み
ら
れ
る
よ
ｙ
つ
に
同
和
問

テーマ

私と同和問題

題
が
商
売
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
陰
湿
化
・
悪
質
化
し
て
い
る
傾

向
が
あ
り
未
了
。

　
こ
れ
ら
が
根
絶
さ
れ
、
差
別
の

な
い
明
る
い
社
会
m
く
た
め
に

は
、
皆
さ
ん
に
同
和
問
題
を
正
し

く
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
一
人
ひ

と
り
の
課
題
と
し
て
、
そ
の
解
決

の
た
め
に
積
極
的
な
努
力
を
い
た

だ
ぐ
こ
と
が
と
夕
幻
け
書
写
す

差
別
を
許
さ
な
い
社
会

　
私
た
ち
の
日
ご
ろ
の
暮
ら
し
に

人
権
意
識
が
定
着
し
て
い
る
で
し

よ
シ
か
。
「
私
は
差
別
を
し
て
い

な
い
し
、
差
別
し
よ
う
と
も
思
わ

な
い
。
私
に
は
差
別
な
ん
て
関
係

な
い
」
と
い
ラ
人
が
い
車
ふ
、

▲善法保育所の生活発表会

　　世界人権宣言

　　　　　　　　　　　1948年（昭和23年)12月10日　　　　　　　　　　　［第３回国際連合総会で採択　］

　　前　文

　　人類社会のすべての構成員の固有の尊厳と平等で譲る　ことのできない権利とを承認することは、世界における

　自由、正義及び平和の基礎であるので、
　　人権の無視及び軽侮が、人類の良心を踏みにじった野
　蛮行為をもたらし、言論及びｲ言仰の自由が受けられ、恐
　怖及び欠乏のない世界の到来が、一般の人々の最高の願

　望として宣言されたので、
　　人間が専制と圧迫とに対する最後の手段として反逆に
　訴えることがないようにするためには、法の支配によっ

　て人権を保護することが肝要であるので、
　　諸国間の友好関係の発展を促進することが、肝要であ
　るので、

　　国際連合の諸国民は、国際連合憲章において、基本的　人権、人間の尊厳及び価値並びに男女の同権についての
　信念を再確認し、かつ、一層大きな自由のうちで社会的

　進歩と生活水準の向上とを促進することを決意したので、
　　加盟国は、国際連合と協力して、人権及び基本的自由
　の普遍的な尊重及び遵守の促進を達成することを誓約し
。たので、

　　これらの権利及び自由に対する共通の理解は、この誓
　約を完全にするために最も重要であるので、
　　よって、ここに、国際連合総会は、

　　社会の各ｲ固人及び各機関が。この世界人権宣言を常に
　念頭に置きながら、加盟国自身の人民の間にも、また、

｀加盟国の管轄下にある地域の人民の間にも、これらの権
　利と自由との尊重を指導及び教育によって促進すること

　並びにそれらの普遍的かつ効果的な承認と遵守とを国内
　的及び国際的な漸進的措置によって確保することに努力
　するように、すべての人民とすべての国とが達成すべき
　共通の基準として、この世界人権宣言を公布する。

講
師
山
本
　
登
さ
ん

愛
知
大
学
教
授

総
務
庁
地
域
改
善
対
策
協
議
会
委
員

　部落差別をはじめ、あらゆる

差別の徹廃と基本的人権の擁

のための啓発活動の一環として

記念講演会を開きます。今日の

同和問題の課題を明らかにする

中で、部落差別を無くしていく

ためには、今何をすることが必

要なのかを、講師と共に考え合

います。市民の皆さんの多数の

ご参加をお願いします。

果
た
し
て
そ
う
で
し
よ
ラ
か
。

　
人
と
付
立
町
際
に
相
手
の
職

業
夕
み
て
不
当
に
判
断
す
る
。
結

婚
す
る
際
、
本
人
よ
り
も
学
歴
・

家
柄
等
が
気
に
な
る
。
就
職
の
際

に
身
九
調
査
を
ず
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
た
り
、
「
こ
ど
も
の
く
せ

に
」
、
「
女
の
く
せ
に
」
と
い
っ
た

本
人
の
責
任
や
原
因
に
よ
ら
な
い

理
由
で
人
か
判
断
す
る
。

　
こ
の
よ
ラ
な
こ
と
は
、
お
互
い

の
人
格
を
認
め
尊
重
見
回
£
い

･
ｒ
i
態
度
か
ら
ま
っ
た
ぐ
掛
け
離
れ

た
も
の
で
あ
り
、
偏
見
や
差
別
の

土
壌
と
な
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
古
い
し
磨
ぢ
に
こ
だ

わ
っ
た
り
す
る
意
識
の
中
に
は
、

差
別
を
黙
認
す
る
環
境
政
薮
し
て

い
く
こ
と
に
通
じ
て
い
る
も
の
も

あ
る
の
で
す
。
会
社
や
地
域
で
、

黙
認
し
た
り
無
関
心
な
態
度
を
取

る
こ
と
な
く
、
人
間
の
尊
さ
を
知

り
差
別
を
許
さ
な
い
社
会
に
一
人

ひ
と
り
が
変
え
て
い
こ
う
と
努
力

し
、
本
当
の
平
等
・
公
平
と
は
何

か
を
毎
日
の
身
］
近
な
牛
居
と
か
か

わ
り
あ
る
と
こ
ろ
で
考
え
て
い
く

の
が
差
別
を
無
く
す
た
め
に
大
事

な
こ
と
で
す
。

　
憲
法
は
、
私
た
ち
に
現
在
及
び

将
来
に
わ
た
っ
て
侵
す
こ
と
の
出

来
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
基
本

的
人
権
を
保
障
し
て
い
未
了
。
人

権
週
間
に
当
た
っ
て
こ
の
こ
と
を

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
″
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
同
和
対
策
室
）

なくそう差別

　あなたの家から地域から

12月6

日（金）午後1時～3時

文化会館小ホール

　　　入場無料

・主催　宇治市･宇治市教育委員会

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
未
了
。

・
差
別
を
営
ぴ
た
り
、
名
碧
・

　
信
用
か
侵
さ
れ
た
と
き
。

ひ
人
に
い
や
が
ら
せ
を
征
れ
た

　
り
、
’
義
務
の
な
い
こ
と
夕
強

ひ
児
童
・
牛
徒
が
い
じ
の
ら
元

　
た
り
、
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ

　
て
い
る
と
き
。

・
婦
人
・
栄
七
や
老
人
が
虐

　
待
さ
れ
て
い
る
と
き
。

・
騒
音
・
悪
臭
・
ぱ
い
煙
に
悩

　
ま
さ
れ
て
い
る
と
き
。

Ｏ
離
婚
・
扶
養
・
相
続
な
芦
家

　
庭
の
も
め
ご
と
で
困
っ
て
い

　
る
と
き
。

　
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
　
・
そ
の
ほ
か
、
借
地
・
借
家
・

は
、
第
3
7
回
人
権
週
間
で
す
。
　
交
通
災
害
・
雇
用
関
係
・
金

は
、
こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

し
て
、
人
権
特
設
］
…
…
。
…
…
’
…
…
…
…
…
…
：
：
‐
：
’
。
‐
‘
。
‐
。

相
談
所
を
開
設
し
Ｉ

11▼
と
き
・
・
・
１
９
一
月

５
日
内
午
前
択

時
～
午
後
３
時
二

と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
然

民
館
（
市
民
会
館
）
、
一

西
小
倉
集
会
所
、
一

木
幡
公
民
館
で
。
一

　
次
の
よ
ラ
な
’
に
こ

と
で
お
悩
み
の
曼

合
は
、
気
軽
に
巳

利
用
く
だ
さ
い
。
一

管

528

人権週間記念講演会

人の尊重と自由を

12月5日に人権相談所
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公民館のお知らせ

12月10日から受け付け開始

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
保
育
所
入

所
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

｡
【
＃
し
込
み
が
出
来
る
人
】

　
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
現
在

で
、
生
後
六
ヵ
月
以
上
六
歳
未
満

の
乳
幼
場
母
親
が
家
庭
ま
た
は

外
で
仕
事
を
し
て
い
た
り
、
病
気

な
ど
で
保
育
出
来
な
い
場
合
に
限

り
毒
了
。

　
（
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
）

　
申
込
用
紙
は
、
各
保
育
所
（
園
）

ま
た
は
福
祉
事
務
所
保
育
課
で
お

渡
し
し
康
す
。
申
請
に
は
、
母
親

の
在
職
証
明
書
な
ど
、
保
育
出
来

な
い
旨
の
証
明
が
必
要
で
す
。
源

泉
徴
収
票
な
戸
ほ
、
皆
挺
田
し

Ｖ
Ｊ
v
だ
さ
い
。

　
（
入
所
申
請
受
付
日
と
場
芭

　
左
下
表
の
と
お
り
で
す
。
や
む

を
得
な
い
事
情
で
、
指
定
日
に
申

し
込
み
が
出
来
な
い
人
は
、
十
二

月
二
十
八
日
出
の
正
午
ま
で
、
保

育
課
で
受
け
付
け
拿
す
。

　
〔
引
き
続
き
入
所
希
望
の
場
含

　
六
十
一
年
度
も
引
き
続
き
入
所

を
ご
希
望
の
人
は
、
入
所
申
請
書

ト
チ
ピ
ツ
子
会
皿
（
？
）
で
の
Ｉ
コ
マ
（
１
１
月
１
８
日
、
横
島
保
育
所
で
）

と
保
育
が
出
来
な
い
旨
の
証
明
書

な
ど
を
、
十
二
月
九
日
㈲
か
ら
千

四
日
出
ま
で
に
、
現
在
入
所
中
の

保
育
所
（
園
）
へ
提
出
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
◇

　
産
休
明
け
・
昼
間
里
親
保
育

　
申
し
込
み
も
受
け
付
け

　
六
十
一
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

に
出
生
届
が
さ
れ
た
生
堡
ハ
週
間

以
上
の
乳
児
に
つ
い
て
も
、
保
育

の
申
し
込
み
が
出
来
康
ｙ
。

　
対
象
保
育
所
（
園
）
は
、
北
木
幡
・

善
法
・
宇
治
・
棋
島
・
北
小
倉
・

小
倉
双
葉
園
・
大
久
保
保
育
所
と
、

明
星
・
あ
さ
ひ
・
く
り
く
ま
保
育

園
の
十
ヵ
所
（
園
）
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
の
家
庭
で
保
育
を

行
う
、
昼
間
里
親
制
度
の
利
用
者

も
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度

の
利
用
を
ご
希
望
の
人
は
、
六
十

一
年
一
月
三
十
日
閑
、
三
十
一
日

白
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
に
、
保
育
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
（
保
育
課
）

へ　　　保育所入所申請の集中受付日程表

月日 受付場所 対象保育所（園）

I2/10(火
木幡保育所

北木幡保育所、のIll)保育園、木幡保育所

明星保育園、なかよし保育園

南浦保育園
伊勢田保育園.南浦保育園、西小倉保育所

北小倉保育所

12/ll俐
くりくま保育園同胞保育園､くりくま保育園,大久保保育所

ffl島保育所 いずみ保育園、横島保育所

12/12困

ひいらぎ保育園広野保育所、ひいらぎ保育園小倉双葉園保育所

あさひ保育園三室戸保育園、あさひ保育HI,宇治保育所

善法保育所 善法保育所

12/19閑 福祉事務所
保　育　課 全保育所(園）

i2/2勿

○受付時間は、いずれも午前io時～午後３時です。

お
知
ら
せ

　
在
宅
障
害
者

　
デ
イ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
十
一
月
に
行
う
事
業
で
す
。
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
5
6
5
4
）
へ
。

　
〈
し
め
な
わ
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
1
5
日
面
、
午
後

１
時
～
５
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
磐
福

祉
会
館
▼
指
導
・
：
太
田
寅
吉
さ
ん
、

竹
中
宏
さ
ん
▼
対
象
・
・
・
在
宅
障
害

者
▼
定
員
…
2
0
人
（
先
着
順
）
▼
材

料
費
・
・
・
二
百
円
程
度
▼
申
し
込
み

・
・
・
1
2
月
８
日
間
ま
で
。

〈
生
け
花
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
抑
一
月
2
7
日
面
、
午
後

７
時
～
９
時
▼
と
こ
ろ
…
川
東
集

心
一
所
▼
内
容
・
・
・
正
月
の
牛
ぼ
花
▼

指
導
・
・
・
吉
巳
浮
子
さ
ん
▼
対
象
・
：

聴
覚
言
語
障
害
者
▼
材
料
費
・
・
・
二

千
五
百
円
程
度
▼
持
言
叩
・
・
・
花
ば

さ
み
、
ビ
ニ
ー
ル
の
ふ
ろ
し
き
、

新
聞
紙
▼
申
し
込
み
…
り
一
月
1
0
日

脚
ま
で
。
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
1
2
月
の
社
会
保
険
相
談

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
‐
・
1
2
月
1
3
日

棋
島
町
本
屋
敷

　
城
米
　
浩
和
ち
ゃ
ん

廊
＝
木
幡
公
民
館
、
2
7
日
吻
＝
宇

治
公
民
館
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
１
時
～
４
時
▼
内
容
・
・
・
年
金
や

健
康
保
険
の
仕
組
み
な
ぺ

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
　
身
体
障
害
者

　
　
巡
回
更
生
相
談

　
▼
と
き
・
・
‐
1
2
月
９
日
間
、
午
後

１
時
Ａ
蒔
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総
合
福

祉
会
館
▼
対
象
・
・
・
手
定
・
耳
の
不

自
由
な
人
▼
内
容
…
ｏ
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
・
再
交
付
に
必
要

な
診
断
○
補
装
具
の
交
付
・
修
理

に
必
要
な
診
断
▼
相
談
料
・
・
・
無
料

▼
申
し
込
み
・
：
当
日
直
接
会
場
へ

▼
問
営
お
せ
・
・
・
福
祉
課
（
き
⑩

　ひろちゃんは、13年目に初めて

授かった宝もの。パパとママの期

待どおり、ズタズタ育っています。

　この欄に掲載するお子さん（59

年12月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

3
1
4
1
）
へ
▼
主
催
…
京
都
府
。

　
な
お
、
手
帳
の
交
付
・
再
交
付

申
請
に
は
、
印
鑑
と
顔
写
真
一
枚

　
（
た
て
３
×
よ
こ
４
？
）
が
必
要
。

ま
た
、
補
装
具
の
交
付
や
修
理
申

請
に
は
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。
現

在
補
装
具
を
使
用
中
の
人
は
、
必

ら
ず
補
装
具
金
″
参
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
市
民
絵
画
展

　
宇
治
市
民
絵
画
展
実
行
委
員
心
一

の
主
催
予
仔
い
卓
子
。

　
▼
と
き
…
Ｄ
一
月
５
日
出
～
８
日

㈲
、
午
前
1
0
時
～
午
後
５
時
▼
と

こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
　
身
体
障
害
者

　
　
職
業
訓
練
生
の
募
集

　
府
立
城
陽
身
体
障
害
者
職
業
訓

練
校
（
城
陽
市
中
芦
原
）
が
、
来
年

四
月
の
入
校
生
翼
″
集
し
濠
ｙ
。

　
▼
訓
練
科
目
・
期
間
・
定
員
・
対

象
・
・
・
Ｏ
縫
製
科
（
洋
裁
・
縫
製
）
＝

１
年
間
、
1
0
人
、
1
5
歳
以
上
の
肢

体
不
自
由
者
○
紙
器
製
造
科
＝
１

年
間
、
1
0
人
、
頂
時
鬘
の
精
神
薄

弱
者
Ｏ
軽
印
刷
科
（
写
植
・
和
文
タ

イ
プ
・
Ｏ
Ａ
機
器
事
務
）
＝
１
年
間
、

1
0
人
、
1
5
歳
以
上
の
肢
体
不
自
由

者
▼
入
校
日
・
・
・
昭
和
6
1
年
４
月
▼

選
考
日
…
6
1
年
Ｌ
月
2
0
日
間
～
3
1

日
廊
▼
合
格
発
表
…
6
1
年
２
月
1
4

日
吻
▼
申
し
込
み
営
け
付
け
・
：
6
1

年
Ｌ
月
1
8
日
出
ま
で
▼
問
い
命
幻

せ
…
詳
ト
ー
は
、
府
立
城
陽
身
体

障
害
者
職
業
訓
練
校
（
豊
0
7
7

4
5
④
3
6
0
0
）
へ
。
（
京
都

府
立
城
陽
４
体
障
害
者
訓
練
校
）

　
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
少
１
　
阜
い
ク
リ
ス
マ
ス
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
宇
治
市
野
外

活
動
協
会
の
主
催
万
行
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
１
９
一
月
2
1
日
ｍ
一
、
午

後
７
時
～
８
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：

中
央
公
民
館
展
示
室
▼
内
容
・
：

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ー
ム
・

ダ
ン
ス
、
ソ
ン
グ
な
ど
（
プ
レ

ゼ
ン
ト
有
り
）
▼
定
員
・
・
・
5
0
人

（
先
着
順
）
▼
参
加
費
…
人
三

百
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
電
話
で
市

民
体
育
課
へ
。
1
2
月
２
日
聞
か

ら
受
け
付
け
▼
問
忿
Ｂ
せ
・
：

仙
綴
造
（
豊
⑩
0
7
7
9
）

さ
ん
・
へ
。

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
８
日
間
、
午

前
８
時
1
5
分
（
国
鉄
宇
治
駅
前
）

▼
コ
ー
ス
・
・
・
国
鉄
宇
治
駅
↓
奈

良
駅
↓
白
斑
（
び
ゃ
く
ご
う
）
寺

↓
滝
坂
の
道
↓
鴬
（
う
ぐ
い
す
）

の
滝
↓
三
笠
山
↓
国
鉄
奈
良
駅

（
解
散
）
の
徒
歩
行
程
約
1
3
D
▼

持
参
品
・
・
・
弁
当
、
水
筒
、
雨
具

な
ど
▼
交
通
費
・
・
・
各
自
負
担
▼

問
い
令
幻
せ
・
：
木
村
長
次
さ
ん

　
（
豊
⑤
1
6
3
3
）
へ
。

　
な
お
、
雨
ギ
ハ
の
握
ほ
1
2
月

1
5
E
間
に
順
鴨

　
市
区
町
村
対
抗
リ
レ
ー

　
　
選
手
選
考
会

　
昭
和
六
十
一
年
三
月
二
十
一

日
脚
に
、
太
陽
が
丘
で
汀
わ
れ

る
「
府
民
ト
リ
ム
の
つ
ど
い
」
の

中
で
、
市
区
町
村
対
抗
リ
レ
ー

を
開
催
。
そ
の
代
表
選
手
の
選

考
会
で
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
2
1
日
出
、
午

後
１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
太

陽
が
丘
陸
上
競
技
場
▼
対
象
・
：

6
1
年
Ｃ
Ｏ
月
2
1
日
現
在
一
両
1
5
歳

以
上
の
市
民
（
6
0
年
度
肺
王
競

技
竪
登
録
者
は
除
ぐ
）
▼
申

し
込
み
・
：
1
2
n
ｒ
Ｓ
日
ｓ
ま
で
に

市
民
体
育
課
へ
電
話
で
。

529

　
公
民
館
研
究
集
会

　
今
日
、
急
激
な
社
会
的
変
化
の

下
、
各
人
が
社
必
一
に
対
応
し
て
有

意
義
な
牛
活
を
送
る
た
め
の
牛
屁

教
育
の
推
進
が
大
き
な
課
題
に
な

っ
て
お
り
、
社
会
教
育
の
中
核
施

設
と
し
て
の
公
民
館
の
役
割
は
次

第
に
高
ま
っ
て
来
て
い
康
ず
。
こ

の
研
究
集
会
で
は
、
「
地
域
に
根
ざ

し
た
公
民
館
活
動
を
進
め
る
た
め

○宇治市中央公民館…折居台

　１の1 （a低i 4 11）

○宇治市木幡公民館…木幡内

　畑34の7 (a⑩8 2 9 0）

○宇治市小倉公民館…小倉町

　寺内91（a⑩4 6 8 7）

に
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
公
民
館

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
討
議
し

水
子
。
多
数
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
1
0
日
叫
、
午
前

1
1
堕
Ｔ
午
後
３
時
4
5
分
▼
と
こ

ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
展
示
男
壁
▼

講
演
・
：
「
社
会
教
育
施
設
と
し
て

の
公
民
館
の
あ
り
汐
１
大
阪
大

学
教
授
・
元
木
健
’
兄
▼
対
象
・
：

市
内
在
住
の
人
▼
申
し
込
み
・
：
当

日
直
接
会
場
へ
▼
保
育
・
・
・
２
歳
以

上
の
幼
児
（
先
着
2
0
人
）
、
お
や
つ

代
と
し
て
五
十
円
必
要
。
申
し
込

み
は
1
2
月
２
日
囲
か
ら
中
央
公
民

館
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
迎
春
準
備
講
習
会

　
〈
お
せ
ち
料
理
〉

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
1
7
日
脚
、
午
前

９
漿
Ｔ
午
後
１
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・

木
幡
公
民
館
▼
指
導
・
：
料
理
教
室

講
師
・
寺
崎
ひ
口
子
さ
ん
▼
対
象

・
・
・
市
内
在
住
の
人
▼
定
員
…
2
8
人

（
先
着
順
）
▼
教
材
費
・
・
・
千
八
百
円

▼
持
参
品
・
・
・
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
政
ん
。
持
ち
帰
り
用
容
器
。

　
〈
生
け
花
〉

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
2
7
日
吻
、
午
前

９
堕
Ｔ
正
午
の
部
と
午
後
Ｌ
時

半
～
４
時
の
部
▼
と
こ
ろ
・
・
未
幡

公
民
館
▼
内
容
…
正
月
用
盛
花
▼

指
導
・
：
前
木
幡
公
民
館
社
会
教
育

指
導
員
・
藤
川
尚
子
さ
ん
▼
対
象

・
：
市
内
在
住
の
人
▼
定
員
・
・
・
各
回

1
5
人
（
先
着
順
）
▼
教
材
費
・
・
・
二
千

五
百
円
▼
持
参
品
・
・
・
筆
記
用
具
、

ピ
ニ
ー
ル
ふ
ろ
し
き
。

　
い
ず
れ
も
、
申
し
込
み
は
教
材

費
か
添
え
て
木
幡
公
民
館
へ
直
接
。

1
2
月
２
日
側
か
ら
驀
俗
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
ジ
ュ
ニ
ア
天
文
教
室

　
好
天
で
あ
れ
ば
、
天
体
望
覆
斑

で
天
体
観
望
石
行
い
未
了
。

　
▼
と
き
…
1
2
以
肖
吻
、
午
後

７
時
―
O
5
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公

民
館
▼
内
容
・
・
・
初
冬
の
星
座
と
月

・
星
雲
（
二
重
星
）
に
つ
い
て
の
学

習
▼
講
師
…
明
星
天
文
館
長
・
江

上
賢
弓
兄
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住

の
親
子
（
子
芦
石
は
小
学
校
４
年

生
以
上
）
▼
定
員
・
・
・
親
子
5
0
組
（
先

着
順
）
▼
持
参
品
…
筆
記
用
具
、

懐
中
電
灯
▼
申
し
込
み
…
木
幡
公

民
館
へ
電
話
か
来
館
刄
受
け
付

け
は
1
2
月
２
日
側
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
迎
春
準
備
講
習
会

　
〈
し
め
な
わ
作
り
教
室
〉

　
▼
と
き
…
1
2
月
2
6
日
内
午
後

Ｌ
堕
丁
１
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小

倉
公
民
館
▼
内
容
・
：
し
め
な
わ
の

輪
飾
り
・
は
か
ま
製
作
▼
指
導
…

小
倉
喜
翌
該
員
▼
対
象
・
・
・
市
内

在
住
の
人
▼
定
員
・
・
・
4
0
人
（
先
着

順
）
▼
材
料
費
・
：
百
円
▼
申
し
込

み
・
：
1
2
月
２
日
間
か
ら
小
倉
公
民

館
へ
電
話
で
。

　
〈
生
け
花
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
Ｗ
公
日
面
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公

民
館
▼
内
容
・
：
正

月
用
盛
花
▼
指
導

・
・
・
査
篁
え
　
　

ｔ

▼
対
零
市
内
在

匹

住
の
人
▼
定
員
・
：
　
　
　
　

ｒ

3
0
人
（
先
着
順
）

▼
教
材
費
・
・
・
三
千
円
▼
申
し
込
み

・
・
・
教
材
費
奮
添
え
て
小
倉
公
民
館

へ
直
接
。
1
2
月
２
日
㈲
か
ら
営
け

付
け
。

　
　
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

　
　
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
Ｄ
一
月
2
6
日
團
、
午
前

1 0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公

民
館
▼
内
容
・
：
し
の
な
わ
（
輪
飾

り
・
は
か
ま
）
作
り
▼
指
導
…
小

倉
ｗ
m
m
員
▼
対
象
・
：
小
学
校

４
年
生
以
上
中
学
生
ま
で
▼
定
員

・
・
・
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
材
料
費
・
・
・
百

円
▼
申
し
込
み
・
・
・
小
倉
公
民
館
へ

電
話
で
お
申
し
込

み
鴛
受
け
付
け

は
1
2
月
２
日
側
か

ら
。

　
（
小
倉
公
民
館
）

　
　
ち
ぎ
り
絵
教
室

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
７
日
出
、
午
前

９
時
半
ト
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

公
民
館
実
習
室
▼
内
容
・
：
来
年
の

え
と
の
虎
（
ト
ラ
）
忿
題
材
に
し
た

色
紙
製
作
▼
対
象
・
・
・
市
民
次
た
は

市
内
に
通
勤
・
通
学
す
る
1
6
歳
以

上
の
初
心
者
▼
定
員
・
・
・
2
0
人
（
先

着
順
）
▼
材
料
費
・
：
千
円
▼
持
参

品
・
・
白
打
ち
、
ハ
サ
ベ
鉛
筆
、

お
し
ぼ
り
、
包
装
紙
▼
申
し
込
み

・
・
・
１
９
一
月
２
日
圓
か
ら
６
日
吻
ま
で

に
中
央
公
民
館
へ
直
接
来
館
、
ま

た
は
電
話
で
。
（
中
央
公
民
館
）

確かめよう自分の資産、自分の目で市民体育のお知らせ
問合せ　市民体育課　電話
223141

保育所の入所申請

固定資産の申請には

印鑑をお忘れなく
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　　　献血

●３日(宇治市役PJTlO時～正午,

13時～15時

　半)、20日(府営西大久保団地第３集会所前

　10時～正午,

13時～15時半)。

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り

●lO日(木幡公民分館10時40分発、小倉公民

　館10時50分発、旦椋公会堂ｎ時10分発、宇

　治保健所11時30分a)｡その他、毎週月曜日

　(午前９時～lO時半)宇治保健所で実施。

　　　相談あんない

●青少年相談(9

日,市民会館13時～16時)。

●京都府交通事故相談(

4

日、18日、京都府

　宇治地方振興局S@2049,

9時～16時)。

　交通事故の法律問題、示談のしかた、賠障

　額の算定、訴訟や調定のしかた。自賠責保

　険の利用のしかたなど、お気軽にご相談く

ださい。相談は無料、秘密は厳守。交通事

故のご相談は１日も早く。

１会館3 階の家庭児童相談室（S⑩8698）

lで。高齢者職業相談（無料）は毎週火。’

　金曜日の9時~16時に総合福祉会館2 階

：の老人福祉センター（S⑩5652)で。

1…………………………………………………………………

欲しい物譲りたいもの不用品
情報センターへ

　市では、家庭で使われなくな

っている不用品を、別の家庭で

有効に再利用していただけるよ

うに不用品情報センターを開設

しています。今回は後期として

12月２日から61年２月28日まで

の３ヵ月間、登録の受け付けを

します。なお、不用品の再活用

が目的になっていますので、高

額のものはご遠慮ください。

　･・登録方法…品物の提供・希

望者とも電話、はがき。または

来庁で不用品情報センターへ登

録してください。受付時間は午

前９時～午'Ik3時。土曜日は午

前９時～11時。日曜・祝日は受

け付けしません･・登録項目…(1)

品名、形式・規格など(2)購入年

月、消耗程度(3)希望ｲ面m)住所、

氏名、電話番号と連絡先(5)その

他の希望条件。なお、登録は市

民もしくは市内に勤務している

人に限ります｡また､高額な提供

はご遠慮ください●主な取り扱

い品-f<.具、電気製品、楽器、

石油・ガス器具、自転車、ベビ

ー・子ども｡用品(おもちや、絵

本、衣類などを除く)、スポー

ツ・レジャー用品、一般家庭用

品（食器バ先剤、衣類、日用品

･などを除く）、学習用品（雑誌、

文具を除く）など。再利用の価

値があり。修理の不要なものに

限ります。転売や趣味などを目

的とするもの、医療器材、食品、

生きものは対象外ト品物の取り

引き方法…提供、希望の条件が

ほぼ一致した場合、情報センタ

ーから希望者に連絡し、当事者

間で話し合っていただきます。

結果は７日以内に希望者から情

報センターに報告してください

●･問題などの処理…故障、欠陥、

その他問題が生じた場合は、当

事者間で解決。市は一切の問題

に責任を負いません。
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宇
治
市
中
央
図
書
館
（
豊
⑩
1
5
1
1
）

日
圏
日
困
日
固
日
吻
日
伽
日
脚

’
日
倒
日
南
日
叫

‘
日
座
日
俐
日
南
日
叫
日

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

－

北
槙
島

広
　
野
開
伊
勢
田

蔭
　
山

棋
　
弗

南
小
倉

緑
ヶ
原

平
　
盛

西
大
久
保

大
久
保

遊
　
田

南
陵
町

北
小
倉

明
星
町

志
津
川

黄
　
槃

木
幡
岡
　
屋

福
　
角

東
南
山

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

地
　
区

４
・
０
　
５
・
０

―
・
Ｏ
Ｓ
Ｉ
・
３

５
・
０
　
６
・
０

―
・
０
１
１
・
０

Ｑ
｀
・
０
　
４
・
０

―
・
３
～
１
・
３

４
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

1
5
‥
0
0
～
1
6
而

1
3
一
3
0
～
1
4
Ｓ

1
0
一
0
0
～
1
1
一
1
0

４
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

４
・
０
　
６
・
０

１
・
４
Ｓ
Ｉ
・
０

狩
3
0
Ｓ
1
4
2
0

秤
0
0
～
１
１
１
0
0

1
4
一
0
0
～
1
5
‥
3
0

Ｏ
・
０
　
１
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

４
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
ー
ー
・
０

1
4
一
2
0
～
1
5
‥
2
0

1
3
‥
3
0
～
1
4
‥
0
0

Ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

１
・
Ｏ
ー
ー
・
０

４
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
Ｓ
Ｉ
・
０

４
・
０
　
５
・
０

１
・
４
～
１
・
３

1
3
‥
3
0
～
1
4
茄

４
・
０
　
５
・
０

１
・
３
Ｓ
Ｉ
・
４

1
3
‥
3
0
ー
1
4
］
1
0

1
4
１
１
2
0
～
1
6
‥
0
0

1
3
‥
3
0
～
1
4
‥
0
0

駐
車
時
間

北
槙
島
小
学
校

大
久
保
小
学
校

開
公
民
分
館
前

伊
勢
田
神
社

ユ
ニ
チ
カ
社
宅
前

南
落
合
1
2
の
通
り

八
木
ガ
レ
ー
ジ

南
小
倉
小
学
校

緑
ヶ
原
蔭
田
緑
地

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
校

旦
椋
公
会
堂
前

西
小
曾
甲
学
校
北
門

南
陳
第
２
児
童
公
園

北
小
倉
小
学
校

汚
水
処
理
場
横

志
津
川
バ
ス
駐
車
場

万
福
寺
駐
車
場

木
幡
公
民
館
前

岡
屋
小
学
校

南
部
小
学
校

梅
垣
タ
バ
コ
店
前

明
星
保
育
園
上
ル

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

駐
車
場
所

保
険
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
1
2
月
分
）

●登録・問い合わせ

不用品情報センター

〒511宇治市宇治琵琶33、

宇治市商工観光課消費生活
係（S22-3141)

　12月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

61年2月28日ま

で3ヶ月間

移
動
図
書
館

年末年始の特別収集と1月分の収集日程

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141） し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）
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